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ロシア禁輸ユーザー164 番の三位別体 

 

１．要約 

 5 月 10 日に外務省が公表した第 3 弾ロシア禁輸ユーザーリストに次の記述があります。 

 

 この組織について調べていたところ、リストの名称・別称・所在地記述が全くかみあわな

いことに気付きました。 

「全く」というのはどういうことか。第 1 に掲載さ

れた所在地が名称・別称のどちらのものでもなかった

ということ。第 2 には掲載の別称も名称とは別の組織

のものだったということです。 

せめて名称・別称どちらかでも所在地記述に整合し

ていたら、或いは名称と別称が整合していたら話は別 

です。ところが実際は三者全くのバラバラ。これでは 

 

      名称 

 

    ✖     ✖ 

 

 別称    ✖    所在地 

 

どれが正しいのか判断のしようがありません。 

 とりあえず名称記述が正しいものと仮定して、それに見合った別称・所在地の情報を探っ

てみたいと思います。 

 

２．齟齬の詳細 

2-1 所在地に疑義 

 いきなり「これは間違いだ」と言われて当惑された方もあるでしょうから、わかりやすい

ところから話を始めたいと思います。164番のすぐ前の頁に次の記述があります。 

 

 

 御覧の通り、162番と 164番の所在地記述が重複しています。 
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 勿論、偶然に同じ所番地だったとか、同じ番地の中での隣人といった可能性もありますか

ら、このことだけでただちにおかしいとはいいきれません。別称についても併せて考えるこ

とにしましょう。 

 

2-2 「NIISU」とは何者か 

 別称として記された「NIISU」をロシア文字に直すと НИИСУ。これに当たる団体といえ

ば「Научно-Исследовательский Институт Стандартизации и Унификации」です。 

 「Научно-Исследовательский」は「学術研究の」、「Институт」は「研究機関」を意味

します。「Стандартизации」は「標準・規格化」、「Унификации」は「統一」を意味しま

す。 

 つまり「標準化・統一化研究所」ということですから、日本で言えば産総研の標準化推進

センターに近い性格と言えるのではないでしょうか。ホームページ（https://niisu.ru/）のグ

ーグル訳文は、その印象を裏書きしているように見えます。 

 

 

 しかしこれでは、あまり軍事的な匂いがありません。また住所がモスクワ市（ул. 

Сокольнический Вал, д.37 /10）という点も外務省リストの情報と異なります。 

  

https://niisu.ru/
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2-3 「NIISSU」なら話が通る 

 モスクワに「"НАУЧНО-ИССЛЕДОВАТЕЛЬСКИЙ ИНСТИТУТ СИСТЕМ СВЯЗИ 

И УПРАВЛЕНИЯ"」、略して「НИИССУ」（英字では NIISSU）という研究所があります。 

 「СИСТЕМ」は「システム」、「СВЯЗИ」は「通信」、「УПРАВЛЕНИЯ」は「運営・管

理」を意味しますから、外務省リスト掲載の英文名「Scientific Research Institute of 

Communication Management Systems」とも整合します。 

 この研究所の概要を、ロシア情報サイト TADVISERは次のように紹介しています。 

 

究極の所有者 

+ ロステック(国営企業) 

 

NIISSU 複合施設は、ロシア連邦軍の運用上および戦術上のリンクのフィールド自動通信

システムの迅速な展開、軍事作戦または自然災害の分野における広い領土への通信システム

の展開、さまざまなクラスの移動物体の位置と状態の監視、鉄道制御点の作成に使用されま

す。 

例えば、NIISSUの通信・制御システムは、2014 年 9月に 155,000 人以上の軍人と約 8,000

ユニットの武器と軍事装備が参加したボストーク-2014 戦略指揮所演習で使用されました。

移動制御点の約 60 のフィールド通信ノードが、軍の信号係によって軍隊を制御するために

配備された。 

通信制御システム研究所(NIISSU)は 2015年 4 月 1日、1692平方メートルの産業スペースに

ついて 20年間のリース契約を締結しました。Rosoboronzaz の注文のためのテクノポリスの

領土で、研究所は、マルチサービスと多機能デジタル自動化情報技術システムに基づいて有

望なモバイル通信と制御システムを組み立てます。 
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 また「ARMY2022」展示会サイトでも次のように紹介しています。 

 

 こうした機関ならば、国防色クッキリですから、制裁対象となるのもうなづけます。 

やはり外務省リストに掲載の日本語表記（通信管理システム科学研究所）は間違っていなか

ったと考えることができそうです。 

この考え方に沿って書き直してみましょう。 

名称 ；通信管理システム科学研究所 

別称 ；株式会社 NIISSU 

（ロシア語では「АО НИИССУ」。 

なお АО＝АКЦИОНЕРНОЕ ОБЩЕСТВО は株式会社の意味） 

所在地；Starokaluzhskoe shosse, 58, Moscow, 117630, Russia 

（117630, город Москва, Старокалужское ш., д.58） 
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３．間違いはなぜ起こったか 

 Entity Listの下記記事が外務省リスト 164番に酷似しています。 

 

 米国商務省が不注意でリストに載せたのを、外務省もロクに内容の吟味もせず丸写しし

たと考えるのが妥当でしょう。 

 5 月施行の改正《遵守基準省令》に、「ユーザーからの直接入手ではなく、間に他者が入

った間接入手の場合は、入手情報の信頼性を高めるための措置を講ぜよ」という趣旨の項目

があります。まさに今回のお粗末につける薬と言えるかと思います。 

 ではどのような「措置」が考えられるでしょうか？ 私が提案したいのは、現地語表記を

確認することです。さすがにアラビア文字を読めとは申しませんが、ロシア語ならば対応可

能な筈です。（実は私もその作業をしているところです） 


